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令
和
２
年
度
決
算
５
件
を

審
査
・
認
定

今
回
の
定
例
会
で
は
、
８
名
の

議
員
か
ら
区
政
一
般
質
問
が
行
わ

れ
た
ほ
か
、
令
和
３
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
５
号
）
を
は
じ

め
と
す
る
区
長
提
出
議
案
等
１７
件

と
、
京
成
本
線
京
成
高
砂
駅
か
ら

江
戸
川
駅
付
近
に
お
け
る
鉄
道
立

体
化
の
早
期
事
業
化
に
向
け
た
意

見
書（
下
欄
参
照
）な
ど
、
議
員
提

出
議
案
３
件
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。東四つ木避難橋

可
決
さ
れ
た
意
見
書
（
要
旨
）

第
３
回
定
例
会
で
は
次
の
意
見
書
３
件
を
可
決
し
、
関
係
機
関
に
送
付
し
ま
し
た
。

（
件
名
の
下
の
分
は
意
見
の
分
か
れ
た
意
見
書
で
す
。
各
会
派
の
賛
否
は
８
面
に
掲
載
）

京
成
本
線
京
成
高
砂
駅
か
ら
江
戸
川
駅
付
近
に
お
け
る
鉄
道
立
体
化
の
早
期
事
業
化
に
向
け
た
意
見
書

京
成
高
砂
駅
付
近
の
踏
切
は
ピ
ー
ク
時
の
遮
断
時
間
が
５０
分
以
上
に
も
達
す
る
「
開
か
ず
の
踏
切
」
で
あ
り
、
踏
切
事

故
の
発
生
に
よ
る
危
険
性
や
交
通
渋
滞
の
発
生
の
ほ
か
、
排
気
ガ
ス
に
よ
る
環
境
悪
化
を
招
い
て
い
る
。
ま
た
、
京
成
高

砂
駅
か
ら
江
戸
川
駅
の
間
に
は
、
１０
か
所
の
踏
切
が
存
在
す
る
た
め
、
鉄
道
に
よ
り
地
域
が
分
断
さ
れ
、
地
域
住
民
の
経

済
活
動
へ
の
影
響
な
ど
、
深
刻
な
課
題
を
長
年
抱
え
、
一
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
が
進
ま
な
い
状
況
に
も
な
っ
て
い
る
。
東

京
都
で
は
平
成
２０
年
６
月
に
京
成
本
線
京
成
高
砂
駅
か
ら
江
戸
川
駅
付
近
を
事
業
候
補
区
画
に
位
置
付
け
、
現
在
、
鉄
道

立
体
化
の
可
能
性
に
つ
い
て
調
査
検
討
を
進
め
て
お
り
、
葛
飾
区
に
お
い
て
も
、
鉄
道
立
体
化
を
見
据
え
た
高
砂
駅
周
辺

地
区
の
ま
ち
づ
く
り
を
地
域
住
民
と
協
働
で
進
め
て
い
る
。

よ
っ
て
、
東
京
都
に
対
し
、
京
成
本
線
京
成
高
砂
駅
か
ら
江
戸
川
駅
付
近
に
お
け
る
鉄
道
立
体
化
の
早
期
事
業
化
に
向

け
た
取
り
組
み
を
着
実
に
推
進
す
る
よ
う
、
次
の
事
項
を
強
く
求
め
る
。
①
京
成
本
線
京
成
高
砂
駅
か
ら
江
戸
川
駅
付
近

の
連
続
立
体
交
差
事
業
の
早
期
事
業
化
を
図
る
こ
と
。
②
鉄
道
立
体
化
に
合
わ
せ
た
高
砂
駅
周
辺
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
の

実
現
に
必
要
な
支
援
を
講
じ
る
こ
と
。

出
産
育
児
一
時
金
の
増
額
を
求
め
る
意
見
書

厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
２
０
１
９
年
度
の
出
産
費
用
が
正
常
分
娩
の
場
合
、
全
国
平
均
額
は
約
４６
万
円
で
、
室
料
差
額

等
を
含
む
費
用
の
全
国
平
均
額
は
約
５２
万
４
０
０
０
円
と
な
っ
て
い
る
。
出
産
に
か
か
る
費
用
は
年
々
増
加
し
、
費
用
が

高
い
都
市
部
で
は
現
在
の
４２
万
円
の
出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
額
で
は
賄
え
な
い
状
況
に
な
っ
て
お
り
、
平
均
額
が
約
６２

万
円
と
最
も
高
い
東
京
都
で
は
、
現
状
、
出
産
す
る
人
が
約
２０
万
円
を
持
ち
出
し
て
い
る
計
算
と
な
る
。

一
方
、
２
０
１
９
年
の
出
生
数
は
８６
万
５
２
３
９
人
で
、
前
年
に
比
べ
５
万
３
１
６
１
人
減
少
し
過
去
最
少
と
な
っ
た
。

少
子
化
克
服
に
向
け
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境
を
整
え
る
た
め
に
は
、
子
ど
も
の
成
長
に
応
じ
た
、

き
め
細
か
な
支
援
を
重
ね
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
一
時
金
は
そ
の
大
事
な
一
手
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
少
子
化

対
策
は
、
わ
が
国
の
重
要
課
題
の
一
つ
に
ほ
か
な
ら
ず
、
子
育
て
の
ス
タ
ー
ト
期
に
当
た
る
出
産
時
の
経
済
的
な
支
援
策

を
強
化
す
る
こ
と
は
欠
か
せ
な
い
。
よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府
に
対
し
、
現
在
の
負
担
に
見
合
う
形
に
出
産
育
児
一
時
金

を
引
き
上
げ
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の
法
制
化
に
関
す
る
議
論
を
求
め
る
意
見
書

分

平
成
３０
年
２
月
に
内
閣
府
が
公
表
し
た
世
論
調
査
に
お
い
て
、
夫
婦
同
姓
も
夫
婦
別
姓
も
選
べ
る
選
択
的
夫
婦
別
氏

（
姓
）
制
度
の
導
入
に
賛
成
ま
た
は
容
認
す
る
と
答
え
た
国
民
は
６６
・
９
％
で
あ
り
、
反
対
の
２９
・
３
％
を
大
き
く
上
回

っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
現
行
の
民
法
で
は
、
婚
姻
時
に
夫
婦
の
い
ず
れ
か
一
方
が
姓
を
改
め
る
こ
と

と
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
望
ま
な
い
改
姓
を
す
る
こ
と
で
、
自
己
同
一
性
を
喪
失
し
苦
痛
を
伴
う
、
一
部
の
資
格

証
で
は
旧
姓
の
使
用
が
認
め
ら
れ
な
い
、
姓
を
維
持
す
る
た
め
に
法
的
な
保
障
の
少
な
い
事
実
婚
を
選
択
せ
ざ
る
を
得
な

い
な
ど
の
問
題
が
生
じ
て
い
る
。
政
府
は
旧
姓
の
通
称
使
用
の
拡
大
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
が
、
ダ
ブ
ル
ネ
ー
ム
を

使
い
分
け
る
負
担
の
増
加
、
社
会
的
な
ダ
ブ
ル
ネ
ー
ム
管
理
コ
ス
ト
、
個
人
識
別
の
誤
り
の
リ
ス
ク
や
コ
ス
ト
を
増
大
さ

せ
る
等
の
問
題
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
通
称
使
用
で
は
、
自
己
同
一
性
を
喪
失
す
る
苦
痛
を
解
消
す
る
も
の
に
は

な
ら
ず
、
根
本
的
な
解
決
策
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
改
姓
を
望
ま
な
い
と
考
え
る
人
や
現
行
の
民
法
で
は
改
姓
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
結
婚
を
諦
め
て
し
ま
う
人
が
い
る
た
め
、
一
層
非
婚
や
少
子
化
に
つ
な
が
る
要
因
に
も

な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
国
連
の
女
子
差
別
撤
廃
委
員
会
は
、
日
本
政
府
に
対
し
女
性
が
婚
姻
前
の
姓
を

保
持
す
る
選
択
を
可
能
に
す
る
よ
う
再
三
に
わ
た
り
民
法
の
改
正
を
勧
告
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
平
成
２７
年
１２
月
の
最
高

裁
判
決
に
引
き
続
き
、
令
和
３
年
６
月
の
最
高
裁
決
定
に
お
い
て
も
、
夫
婦
同
姓
規
定
が
合
憲
と
さ
れ
る
一
方
、
夫
婦
の

氏
に
関
す
る
制
度
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
国
会
で
論
ぜ
ら
れ
、
判
断
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

依
然
と
し
て
国
会
で
の
議
論
は
進
ん
で
い
な
い
状
況
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府
に
対
し
、
選
択
的
夫
婦
別
姓
制

度
の
法
制
化
に
関
す
る
議
論
を
行
う
よ
う
強
く
求
め
る
。
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